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-少年サッカー教室

少年サッカー教室が2月 7日、上堀の

千曲川市民緑地で聞かれました。この教

室は、基本的なサッカー技術を身につけ

てもらおうと毎年聞かれているもので、

今回は約60人が参加。講師の先生からキ

ックやへデ'イングなどの子本を見せても

らった後、実際にボールをけってサッカ

ー技術を学びました。

市民の動き(2月1日現在)総人口117，984人(+23) 世帯数37，574世帯(+ 24) ( )内は前月比です。



止まらぬ交通事故

悪ベース

交
通
事
故
ロ
「
ゼ
口
」
は
、
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、

上
田
市
議で

は
昨
年
一
年
間
、
発
生
件
数
、
死
傷
者
と
も
大
幅
に
増
加

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
、
件
数
、
傷
者
は
過
去
五
年
間
の
最
高

を
記
録
す
る
な
ど
、
多
発
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
昨
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
-
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

件
数
・
死
傷
者
と
も
増

市
内
で
の
交
通
事
故
が
、
昨
年

一

年
間
、
件
数
、
死
傷
者
と
も
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。
(
図
①
)

-昨
年
中
に
上
田
市
で
発
生
し
た
事

故
件
数
は
七
百
五
十
七
件
(
前
年
比

八
十
九
件
増
)
、
死
者
十
人
(
同
四
人

増
)
、
傷
者
九
百
二
十
六
人
(
同
百
人

増
)
と
最
悪
の
結
果
で
し
た
。
特
に
、

若
年
者
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
と
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
二
輪
車
の

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昨年は

事
故
の
原
因

事
故
の
原
因
で
特
に
目
立
つ
も
の

は
、
わ
き
見
運
転
二
百
五
件
(
二
七

%
)
、
安
全
不
確
認
百
四
十
二
件

(
一

九
%
)
で
す
。
こ
の

二
つ
で
全
体
の

半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故
に

結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

死
亡
事
故
を
分
析
す
る
と
、
安
全

不
確
認
(
二
件
)
、
踏
切
不
停
止
(
二

件
)
、
酒
酔
い
運
転
(
二
件
)
、
安
全

運
転
義
務
違
反
(
二
件
)
、
わ
き
見
運

転
(
一
件
)
、
最
高
速
度
違
反
(
一‘件
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

一交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
が
六

人
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。

事
故
の
類
形

図
②
は
、
事
故
の
類
型
別
を
表
わ

し
た
も
の
で
す
。

交
通
量
の
増
大
と
と
も
に
車
両
相

互
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
-
、

な
か
で
も
、
出
合
頭
の
衝
突
二
百

一

件
(
三
二
%
)
と
追
突
事
故
百
八
十

五
件
(
三
O
%
)
が
目
立
ち
ま
す
。

人
対
車
両
で
は
、
道
路
を
横
断
中

に
被
害
に
遭
う
ケ

l
ス
が
多
く
、

全

体
の
五
九
%
(
五
十

一
件
)
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
横
断
歩
道
を
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図①

上田市の交通事故発生状況
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横
断
中
の
事
故
十
三
件
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。道

路
別
の
発
生
状
況

図
③
は
、
道
路
別
の
交
通
事
故
発

生
状
況
で
す
が
、
国
道
が
全
体
の
四

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
内
の

国
道
延
長
は
約
二
十
九
キ
ロ
日
で
、

道
路
の
総
延
長
は
約
千
百
キ
ロ
灯
で

す
の
で
、
い
か
に
交
通
量
の
多
い
国

道
で
事
故
が
多
発
し
て
い
る
か
が
わ

か
り
ま
す
。

市
内
で
は
、
国
道
一
八
号
線
で
の

事
故
発
生
率
が
一
番
高
く
、
中
で
も

秋
和
・
塩
尻
地
区
、
新
田
地
区
、
国

分
地
区
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次

L 

に
、
市
街
地
の
目
抜
き
通
り
、
国
道

一
四
三
号
線
と
続
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
事
故

図
④
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

の
事
故
で
す
が
、
小
学
校
低
学
年
と

中
学
生
一
が
同
数
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
ま
で
は
、
飛
び
出

し
な
ど
道
路
の
横
断
中
に
よ
る
も
の

が
一
番
多
く
、
中
学
生
に
な
る
と
自

転
車
乗
車
中
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故

図
⑤
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

の
事
故
で
す
。
こ
の
う
ち
、
死
者
は

子どもを守るため、今日も安全運転で

六
人
、
傷
者
は
九
十
九
人
で
し
た
。

特
に
、
死
者
は

一
昨
年
が
二
人
で
し

た
か
ら
、
昨
年
は

一
挙
に
三
倍
も
増

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
で
特
徴
的
な
こ

b

は、

二
輪
車
(
バ
イ
ク
)
や
自
転
車

を
運
転
中
に
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
で
、
半
分
以
上
を
占
め
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
四
輪

車
と
は
違
い
、
体
の
周
り
を
保
護
す

る
も
の
が
な
い
た
め
、
ち
ょ

っ
と
し

た
こ
と
で
事
故
に
な
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
重
点
地
域
に

県
で
は
、
県
下
の
事
故
多
発
市
町

村
を

「交
通
安
全
対
策
推
進
重
点
地

域
」
と
し
て
、
毎
年
二
十
市
町
村
ほ

ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
上
田
市
は
、

県
下
で
も
交
通
事
故
の
発
生
率
が
高

い
地
域
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
昨

年
に
続
い
て
今
年
も
重
点
地
域
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、

二
年
続
き
の
汚
名

を
早
く
返
上
す
る
た
め
に
ー
ー
①
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
ル

l
ル

の
徹
底
、
②
交
通
安
全
施
設
や
道
路

環
境
の
整
備
ー
ー
と
い
っ
た
安
全
計

画
を
重
点
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
ル

i
ル
を
守
っ
て
い
れ
ば
、

交
通
事
故
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ

イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
交
通
安
全
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

図③道路別の発生状況図 ④ 子 どもの事故

(中学生以下)
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図⑤高齢者の事故
(60歳以上)



-問い合わせ

やかな老後を
可，

、ーす

老人保

「
老
人
保
健
法
」
は
、
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
が
、
心
身
と
も

に
す
こ
や

か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
病

気
に
な
っ
た
と
き
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
の
目
的
で

つ

く
ら
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

U

医
療
に
必
要
と
す
る
費
用
は
、
お

年
寄
り
本
人
・
国
・
県
・
市
・
各
医

療
保
険
な
ど
で
、
公
平
に
負
担
し
て

い
ま
す
む

し

高齢者福祉センターでカラオケを楽しむ皆さん

喜ノ
〈

受保
け健
らで
れ医
る療
のが
Ie! 

ママ
そ三百障そ(七
の丘、害の誕十
月台認、月生歳
か工えどか日に
ら乞をらカずな
)バ;受)つ・つ

よけし、.1:こ
;:ニ・た た・月
三 翌 ち・の
五月 の・翌
きず と月

きか
は lま

保険証

医療受給者証

(健康手帳)

と

病
院
の
窓

μ
で
医
療
受
給
者
、証

と

保
険
証
を
提
示
し
て
、

一
部
負
担
金

を
支
払
え
ば
、
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
、
お
手
元
に
あ
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
支
給

次
の
よ
う
な
場
合
は
、

一
時
本
人

が
立
て
替
え
払
い
し
、
あ
と
で
申
請

す
れ
ば
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
保
険
証

・
医
療
受
給
者
証
を
持
た
ず
に
治
療

を
受
け
た
と
き

②
あ
ん
ま
・
ハ
リ
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
を
保
険
医
の
同
意
が
あ
り

受
け
た
と
き

③
保
険
医
の
指
示
に
よ
っ
て
補
装
具

を
作

っ
た
と
き

④
基
準
看
護
を
行
っ
て
い
な
い
病
院

で、

医
師
の
指
示
で
付
き
添
い
看
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き

⑤
重
病
人
の
入
院
・
転
院
な
ど
で
移

送
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

⑥
輸
血
の
た
め
生
血
が
必
要
に
な
っ

・
た
と
き

-
申
請
す
る
と
き
は
・
・
.

書
類
は
市
役
所
社
会
課
ま
た
は
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

医
療
受
給
者
証
・
保
険
証

・
印
鑑
・

金
融
機
関
の
通
帳

・
医
療
に
か
か
っ

た
領
収
書

・
医
師
の
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す
。

な
お
、
④
の
看
護
を
受
け
る
と
き

に
は
事
前
に
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ

E
』

医療受給者証

¥ー

治療中の医療機関への申し出もお忘れなく
王"

加入医療保険が変わったとき 新しい保険証を添えて、社会課で手続き。

車去 出 す る と き
医療受給者証は必ずお返しください。転出後は上田市の医療受給者証

は使用できないので、転出先の市町村で幸庁しく交付してもらってください。

車五 入 の と き 保険証と印鑑を持って、社会課で手続き。

夢E 亡 医療受給者証はお返しください。
ヲ色明品白

広報うえだ 63.3. 1 [4] 

一一一一こんなときは手続きを



J 

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
運
動
も
:
・

《話
予シ/

老
人
医
療
費

老
人
医
療
費
は
、
年
々
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
病
気
や
け
が
が
増
え
た

り
、
医
療
技
術
が
高
度
に
な
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
・
県
や

市
の
負
担
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
ふ
だ
ん
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
適
度
な
運
動
な
ど
に
心
が

け
、
健
康
の
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

て
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

-
上
田
市
の
昭
和
六
十
一
年
度
老
人

医
療
費
の
状
況

マ
対
象
人
員
数
(
年
間
平
均
)

・
:
:
九
千
九
百
二
十
八
人

マ
一
人
平
均
診
療
件
数

:
:
:
十
七
・
一
件

ぬ
万
円

マ
医
療
費
総
額

:
・
三
十
八
億
七
千
四
百
七
十
万
円

マ
一
人
平
均
医
療
費・

:
:
:
三
十
九
万
円

一
人
平
均
医
療
費
の

-
ニ
の
う
ち
、

負
担
内
訳

マ
本
人
八
千
六
百
円
マ
支
払
基

金
(
医
療
保
険
)
二
十
六
万
七
千
円

上田市の老人医療費の推移 万
円
叩

36 

34 

38 

39万円
|対象者 1人2話人

憶
円

ω

38 

36 

ノ-、、

人
当
た
り
)

マ

国

七

万

六

千

四

百

円

マ

県

一
万
九
千
円
マ
市
一
万
九
千
円

※
六
十
一
年
度
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
医
療
費
の
総
額
で
九
・
三
%
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
で
五
・
九
%

と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

32 

30 

28 

24 

26 

32 

28 

24 

26 

30 

-E国・・
斗ミk

-E彊E軍司・・

-趣味や好奇心をもち

ましょう。趣味は生

きがし、となるばかり

でなく、社会的な活

動範囲を広げ、好奇

心は脳がホサビるか

のを防ぎます。

・規則正 しく、物事に

こだわらない生活を

，心カ叫すましょう。

[5l広報うえだ 63.3. 1 

-お年寄りが病気になっ

た場合、よく運動して

いた人は治りが早いと

いわれます。毎日欠か

さず運動習慣を。特にー

「歩行」は、激しくも

なく、お年寄りには好

適の運動o'. 歩くことは

脳を刺激するので、ボ

ケ予防にも。

-年をとったから組食にと考えるのは間

違い。良質のたん白質(白身魚、脂肪

の少ない肉、大豆製品、卯など)、ビタ

ミンやミネラル(野菜、果物、海藻)、

カルシウム(小魚、ヨーグルト)など

の栄養素をバランスよくとることで、

血管の若さを保つことができます。

・お年寄りの好きな食べものを尊重 し、

それに季節のものや郷土料理を加え、

食欲をそそる工夫を。

日



..  園陸闘康盟関留置':@lIIIr'

もう春です.ノ

スパイクはすして
快適ドライブ

今
回
は
、
「
体
温
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
な
時
の

熱
l

平
熱
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
子

ど
も
の
こ
ろ
は
、
体
温
を
測
る
機
会

も
多
い
の
で
す
が
、
成
人
に
な
る
と

健
康
な
時
に
体
温
を
測
る
こ
と
を
な

か
な
か
し
て
い
な
い
も
の
で
す
。

「
熱
が
あ
る
。
な
い
」
と
私
た
ち

は
言
い
ま
す
が
、
平
常
時
の
体
温
イ

梅
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
、
ツ
ク

シ
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を
出
す
暖
か

な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
宅
の

自
動
車
は
、
ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
は
い
た
ま
ま
で
し
ょ
う
か
。

「ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ
ん
を

な
く
し
て
ほ
し
い
」
|
こ
の
み
ん
な

の
願
い
が
脱
ス
パ
イ
ク
の
気
運
を
高

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
効
果
も

現
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

依
然
多
く
の
自
動
車
が
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
を
使
用
し
て
粉
じ
ん
を
ま
き
ち

ら
し
、
健
康
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

粉
じ
ん
量
は

ス
パ
イ
ク
装
着
率
に
比
例

市
で
は
、
六
十

一
年
十
二
月
か
ら

市
内
五
か
所
で
粉
じ
ん
(
降
下
ば
い

じ
ん
)
量
の
測
定
を
毎
月
行
っ
て
い

す
。
同
じ
年
齢
で
も
、
人
に
よ
っ
て

違
っ
た
り
、
女
性
で
は
生
理
の
周
期

に
よ
っ
て
体
温
が
上
下
し
ま
す
。

体
温
を
正
し
く
測
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
病
気
の
前
ぶ
れ
や
特
徴
を
つ
か

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
で
は
、
降
下

ば
い
じ
ん
量
は
十
二
月
か
ら
増
加
し
、

一
i
三
月
に
高
い
値
を
示
し
、
四
月

以
降
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス

パ
イ
ク
装
着
率
と
比
例
し
て
お
り
、

両
者
の
密
接
な
関
係
が
わ
か
り
ま
す

(
l
下
表
)
。

一
日
も
早
く

脱
ス
パ
イ
ク
を

も
う
春
で
す
。
日
一
日
と
日
ざ
し

が
強
く
な
る
こ
の
季
節
、
雪
は
降
っ

て
も
す
ぐ
に
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
一
日
も
早

く
普
通
タ
イ
ヤ
に
は
き
替
え
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

だ
れ
で
も
で
き
ま
す

P

ピ
ン
抜
き
d

生
活
環
境
課
で
は

ス
パ
イ
ク
タ

①
体
温
計
も
古
く
な
る
と
狂
い
.が

出
て
く
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
新
し

く
正
確
な
体
温
計
で
測
る
。

②
測
定
前
に
体
温
計
が
三
十
五
度

以
下
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か

体
温
計
で

イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機
を
用
意
し
ま
し

た
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
ピ
ン
抜
き

し
て
使
用
し
た
い
か
た
、
無
料
で
お

貸
し
し
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
簡
単

に
使
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

生
活
環
境
課

(内

④
体
温
は
睡
眠
、
食
事
、
喫
煙
、

運
動
、
発
汗
な
ど
で
変
化
す
る
の
で
、

測
る
前
は
安
静
に
す
る
。

⑤
熱
い
こ
た
つ
に
首
ま
で
入
っ
た

り
、
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
り
な
が
ら
測

ら
な
い
。わ

き
の
下
で
の
測
り
方

体
温
は
、
わ
き
の
下
、
口
の
中
な

ど
で
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
口 簡単にできるスパイクタイヤのピン抜き

w l ¥スパイクタイヤ装着率と tj日，.30日

モ 8~1 Irぺ1 降下ばいじん量の変化 I:JU 降

三刈 !I ¥¥ • .. • .. ~~~ 140!. 
ク 601 11 ¥¥ スパイクタイヤ装着率 | 代
タ :~I i/ ¥、 一一一一一降下ばいじん量 ~ 130下
イ:JUI !I ¥ ¥ ./ I ~ 
ヤ 401! I ¥. .r 120 j 
萎 301j I ¥ ! 1 
一 1'1 、 "1 市峯201I ¥， .1 110平

吉 101I "，-一一一…ーもー←_J 1 竺
歪 otat 回 63
3 牛牛 23456 7 8 9 ~ U ~年

12 1 月月月月月月月月月月月占
月月
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④
は
さ
ん
だ
方
の
子
を
反
対
側
の

肩
に
当
て
て
押
え
る
か
、
反
対
側
の

手
で
体
温
計
が
ズ
レ
な
い
よ
う
に
押

え
る
。

微
熱
が
続
い
た
ら

成
人
で
風
邪
な
ど
の
感
染
症
が
な

く
て
、
い
つ
も
三
十
七
度
ほ
ど
の
微

熱
の
あ
る
人
は
、
甲
状
腺
機
能
充
進

症
、
妊
娠
、
貧
血
症
な
ど
が
原
因
と



/
 知

っ
て
い
な
い
と
熱
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
判
断
の
む
ず
か
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

病
気
の
手
が
か
り
に

体
温
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
乳
幼
児
の
正
常
体
温
の
平
均
は

三
十
七
度
前
後
と
高
く
、
成
人
は
三

十
六
・
五
度
前
後
と
な
り
、
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
低
く
な
っ
て
い
き
ま

企¥
む
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
体

温
は
正
し
く
測
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ、っ。

正
確
な
測
り
方
は
・
・
・

康
管
理

め
る
。③

決
め
ら
れ
た
測
定
時
間
よ
り
二

i
三
分
長
く
測
り
、
特
に
わ
き
の
下

で
測
る
と
き
は
一
分
計
で
も
五

1
十

分
ほ
ど
計
る
。

3
月
M
H
1
5
月
8
日
資
源
活
用
推
進
月
間

毎回好評の資源活用広場(昨年)

最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
先

進
諸
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
-
脱
石
油

努
力
に
よ
っ
て
、
か
な
り
緩
和
し
て

い
る
状
況
で
す
。

し
か
し
、
資
源
の
有
限
性
を
考
え

る
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
現
在
こ

そ
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
む
だ

の
な
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
貴

重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
む
だ
な
く
効
率

的
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
わ

が
家
の
省
エ
ネ
を
点
検
し
て
み
ま
し

ょ、っ。

市
で
は
、

二一
月
十
四
日
側
か
ら
五

月
八

H
側
ま
で
を
「
資
似
活
用
推
進

月
間
」
と
し
て
、
資
源
活
用
推
進
本

部
を
設
け
て
、
省
資
似
・
省
エ
ネ
の

推
進
を
凶
り
ま
す
。

推
進
月
間
の
最
終
日
の
五
月
八
日

制
に
は
、
今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え

る
「
資
似
活
用
広
場
」
を
聞
き
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
上
岡
市
資
源
活
用

推
進
本
部
(
生
活
環
境
課
内
)
内
線

1
3
9
0
 

の
中
は
危
険
を
と
も
な
う
の
で
、

一

般
的
に
は
わ
き
の
下
で
測
り
ま
す
。

わ
き
の
下
で
測
る
時
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
わ
き
の
下
の
汗
を
よ
く
ふ
く
。

②
体
温
計
の
水
銀
の
部
分
を
わ
き

の
下
の
中
央
に
や
や
下
か
ら
斜
め
に

入
れ
る
。

③
腕
に
平
行
に
な
る
よ
う
に
体
温

計
を
し
っ
か
り
は
さ
む
。

お
ふ
ろ
は
聞
を
空
け
ず

に
続
け
て
入
る

①/一三LZ雲|②
I I、ぃF・・h こ製
ムペ以・・ま品
じu乙:;:""め
Y¥¥.__〆.../ (こ不

¥')=ι¥ 消 要
y ， すな

I " と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体

温
を
し
ば
ら
く
記
録
し
て
、

一
度
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お

年
寄
り
は
抵
抗
力
が
弱
い
の
で
、
発

熱
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
高
く
な
ら

ず
、
熱
が
な
く
て
も
油
断
の
で
き
な

い
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

③ 

た
め
し
て
み
よ
う

省
子
ネ
ァ
つ
の
ポ
イ
ン
ト

い ~I⑥ 守主|⑦

手ブ I ..~‘ 
入は I ...-べ&，7 は
れこ I t"て=二三河 ま

川 河内;

[7 ]広報うえだ 63.3.1 

⑤ 



「子

男女共同参加を
めざして

市など主催の「婦人問題市民のつどいJ

が 2月20日、文化会館ホールで聞かれま

した。まず、コーラスグループの合喝(写

真上)に続いて、フリージャーナリストの

有馬真喜子さんが約 350人の参加者に「共

に生きる社会」と題して講演(写真下)を

しましfこ。

上田地域テレトピア構想、の実現を目指す

情報センター「テレコム・ユーJ(秋和)で

は 2月17日、ホストコンビューターの始重力

式を行いました。同社では 4月から、この

コンビューターで異業種共同 P0 S (販売

時点情報管理)システムの実験を始め、来

春から本格的に実用化する予定です。

3震予察簿業'#券業灘灘灘灘?震予要事要事番楽灘灘署重苦要警察灘警察灘き援を藤灘灘灘灘灘灘灘灘署藤灘灘警察灘警察深雪藤濃淡警護警察ぎ獲さ藤漢を翼

線 τわで、健ま象場 三 次 4 保込料員相栄測血マと八
2 古せに所で ぺ時マにぺ 3 --健 み 金 に 談 養 定 液 内 こ 時 マ

;E上益五反安;手st;ぺ月三所 三 四す 233点容ろ早 S
壁小し年葬 ソ慰分 行(ツ 22 ft月千次 動)底①上五

8要三五たよ霊マ貢旨十トロ ?主主義足休家警震宗会貢
まま管ツかぺ葬前と 二 す猫のド 2 日 二 め員養養、度健ら 二
⑫理トらツ炉 ニ十。)尉 6 (桐十切 に・心測所午十

;装マ2るZLろ貢 皇霊 品写円 2記事室高空空警官
6 協同二上年霊大(刈 霊祭 線にマす人る診、検吋時(ポ
O 議い月田 二 の 星 午 祭 2 上申--個断血尿ー 午
内会合ま保月対斉後 を 2 田しマ定人③圧、)マ前

く一

ホス卜電算機を導入

上
田
保
健
所

健
康
場
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
す

広報うえだ 63.3.1 [8l 



⑬ 転入者に聞く

岩田恵子さん
(28歳・長島)

2月19日、市教育委員会と上小広域消

防本部による消火訓練が上田城で行われ

ました。 i西やぐらで火災が発生 /Jと

いう想定のもと、まず市立博物館の職員

が西やぐらから貴重品を持ち出しました。

その後、放水銃による放水、と同時に消

防本部からも消防車がかけつけ、消火に

あたりました。

消火訓練きびきびと

じ

第

三

十

五

回

県

統

計

グ

ラ

フ

コ

ン

一

A
ノ

ク

l
ル
の
小
学
校
第
一
部
で
、

川
辺

、
，
，
、
‘
.

¥
ノ
ト
賞
小
三
年
・
田
中
淳
く
ん
の
「
ヘ
チ
マ

(

中

銅

の

ぴ

た

よ

」

が

銅

賞

に

入

賞

し

ま

し

J

固

た

。

子
、

弘
町
、持，

「
つ
く
し
の
会
」
は
、
視
力
に
障
.

m
wの
あ
る
か
た
な
ど
の
た
め
に
本
を

持
朗
読
し
、
そ
れ
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

M

に
録
音
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
ボ
ラ

終

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

弛町
、為

市
立
図
書
館
で
は
、
テ

l
プ
吹
き

一、
込
み
な
ど
講
師
の
指
導
に
よ
り
朗
読

併

の
基
礎
か
ら
勉
ぶ
勉
強
会
を
、
四
月

川

か
ら
九
月
ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
開

予

き
ま
す
。
こ
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

日

後
、
つ
く
し
の
会
に
加
入
し
て
活
動

付

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
次
に
よ
り

す
募
集
し
ま
す
。

持

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
休
日

F

マ
募
集
期
限

三
月
三
十
日
附
ま

に
は
家
族
全
員
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出

子

で
マ
募
集
人
員

二
十

人

マ

研

掛

か
け
ま
す
。
今
は
ス
キ

l
シ
l
ズ

ヂ

修
期
間
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

ン
で
す
の
で
、
菅
平
な
ど
へ
行
き

泌

二
土
曜
日
午
後

一
時
1
二
時
三
十
分

私

ま
す
が
、
主
人
は
ス
キ

l
、
子
ど

が

マ
申
し
込
み
市
立
図
書
館
(
宮
⑫

も
た
ち
は
ソ
リ
と
、
み
ん
な
夢
中

川

0
8
8
0
)

に
な
っ
て
滑
っ
て
い
ま
す
。

秘

経
済
講
演
会

|
|
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
o

M

ど
う
な
る

家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
施
設
が

泌

こ
れ
か
ら
の
経
済

bF
 

ち
ょ
っ
と
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま

が

マ
と
き

三
月
十
五
日

ω午
後
二

す
。
現
在
、
市
民
の
森
公
園
の
ス
ケ

然

時
か
ら
四
時
マ
と
こ
ろ
上
田
商

集

l
ト
場
や
自
然
運
動
公
園
の
プ
ー

バ

工
会
議
所
五
階
ホ

l
ル

マ

テ

I
マ

ル
な
ど
、
あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

納

ど
う
な
る
こ
れ
か
ら
の
経
済
マ
講

大
き
な
遊
園
地
と
か
温
水
プ

l
ル

拠

師
評
論
家
・
入
江
徳
郎
さ
ん
マ

と
い
っ
た
よ
う
な
施
設
も
ほ
し
い

制

申
込
先
三
月
十
日
同
ま
で
に
商
工

で
す
ね
。

然

会
議
所
(
宮
(
⑫
4
5
0
0
)

へ

温
水
プ
l
ル
が
あ
っ
た
ら
:
・

岩
田
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

昨
年
二
月
、
千
葉
県
松
戸
市
か
ら
上

田
市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

ご
主
人
と
子
ど
も
さ
ん
二
人
の
四
人

で
す
。

}
|
|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

四
方
を
山
で
固
ま
れ
て
お
り
、
や

は
り
信
州
は
山
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

わ
が
家
か
ら
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
初

め
て
見
た
と
き
は
、
と
て
も
美
し
く

て
感
動
し
ま
し
た
。

市
街
地
は
、
大
型
庖
が
何
底
か
あ

る
な
ど
、
近
代
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
が
、
上
田
駅
と
駅
前
周
辺
は
、

十
一
万
都
市
と
し
て
は
や
や
見
劣
り

す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

|
|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

春
に
は
り
ん
ご
の
花
が
咲
い
た
り
、

秋
に
は
ト
ン
ボ
が
飛
ん
だ
り
と
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
成
長
期

の
子
ど
も
の
た
め
に
は
と
て
も
よ
い

所
だ
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
は
観
光
地
が
多
い
の
で
、

こ
ち
ら
へ
来
る
前
か
ら
楽
し
み
に
し

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朗
読
奉
仕
者
を
募
集

[9l広報うえだ、 63.3. 1 



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

/
 

北
陸
新
幹
線

最
優
先
着
工
に

皆
さ
ん
の
署
名
を

市
で
は
、
地
域
の
発
展
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
高
速
道
・
新
幹
線

の
早
期
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
各
層

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
強
力
に
建
設
促
進
の
運
動
を
進

め
て
き
一
ま
し
た
。

す
で
に
高
速
道
は
り
ふ
て
は
、
去

る
二
月
に
「
路
線
発
表
」
が
な
さ
れ
、

建
設
の
っ
ち
音
が
聞
か
れ
る
の
も
間

近
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
ま
で
に
結
論

高
速
道
路
と
並
ぴ
高
速
交
通
網
の

も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
「
北
陸
新
幹

線
」
の
建
設
は
、
昨
年
一
月
の
閣
議

で
「
整
備
新
幹
線
の
建
設
凍
結
」
が

解
除
さ
れ
、
基
本
的
に
は
建
設
に
ゴ

!
サ
イ
ン
が
出
て
順
次
建
設
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
六
十
二
年
度
に
お
い
て

も
着
工
は
見
送
ら
れ
、
六
十
三
年
度

政
府
予
算
編
成
で
は
従
来
か
ら
の
一
「
縛

り
」
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
北
陸
・
東
北
・
九
州
(
鹿
児
島
ル

ー
ト
)
の
三
線
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

建
設
に
着
手
す
る
方
針
一
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
「
着
工
優
先

順
住
専
門
検
討
委
員
会
」
や
「
財
源
問

題
等
専
門
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

今
年
-
八
月
ま
で
に
結
論
を
得
る
こ
と

と
き
れ
ま
し
た
。

優
先
着
工
の

署
名
に
ご
協
力
を

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
上
田
市

に
も
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
産
・

学
共
栄
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

上
田
駅
前
再
開
発
の
面
か
ら
も
早
期

建
設
は
大
変
望
ま
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
他
線
よ
り
も
最
優
先
で
着
工

さ
せ
る
こ
と
が
上
田
市
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

二
月

に
は
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
八
市
四
十

し

六
町
村
か
ら
な
る

「
北
陸
新
幹
線
長

野
県
沿
線
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

は
、
政
府
・
自
民
党
や
関
係
機
関
に

、最
優
先
着
工
を
要
請
す
る
た
め
、
沿

線
の
皆
さ
ん
の
署
名
(
全
有
権
者
の

八

O
%
を
目
標
)
を
三
月
二
十
日
ま

で
に
集
約
し
、
強
力
に
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
署
名
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

単
位
で
お
願
い
し
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線
1
5
5
3
)
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，
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濯

市
の
体
育
施
設

使
用
申
し
込
み

3
月
刊
白
か
ら
開
始

市
の
体
育
施
設
(
市
民
の
森
公
園
、

別
所
公
園
、
何
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

含
む
)
は
、
年
間
を
通
し
て
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
昭
和
六

十
三
年
度
の
体
育
施
設
の
申
込
受
付

を
次
に
よ
り
開
始
し
ま
す
。

マ

期

日

三
月
十
五
日

ω午
前
九

時
か
ら
受
付
(
先
着
順
)

マ
場
所
教
育
委
員
会
体
育
課
(
内
川

線

1
7
5
3
)

た
だ
し
、
次
の
施
設
は
申
し
込
み
〉

制
限
が
あ
り
ま
す
。

①
市
・
県
営
球
場
:
・
四

1
六
月
ま
で
…
マ
目
的
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖

の
三
か
月
分
を
受
け
付
け
ま
す
。
一
尿
病
な
ど
の
成
人
病
の
予
防
と
早
期

七
月
以
降
は
、

二
か
月
前
か
ら
申
川
発
見
の
た
め
マ
対
象
者
四
十
歳

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
〉
以
上
の
人
マ
受
診
場
所
市
内
の

営
球
場
ナ
イ
タ
ー
使
用
は
、

一
チ
一
全
病
・
医
院
(
診
療
時
間
内
)
マ
受

l
ム

月

三

固

ま

で

で

す

。

…

診

方

法

次

の

方

法

の

う

ち

、

い

ず

②
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
:
・
一
か
月
前
…
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①

一
般

か
ら
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
川
診
査
を
受
け
(
検
査
費
用
無
料
)
、
医

た
だ
し
、
大
会
な
ど
で
使
川
す
る
い
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
精
密
診

場
合
は
、
前
も
っ
て
申
し
込
み
が
川
査
を
受
診
(
費
用
千
円
)
②

一
般
診

で

き

ま

す

。

~

査

と

精

密

診

査

を

同

時

に

受

診

(

費

.第6
回

一
一
用
千
円
)

-
寝
だ
き
り
老
人
を

一一

・
子
宮
〈
駅
ガ
ん
検
彰

.
か
か
え
る
家
族
の
会

一

.
ーい川けい
μυ
は
川
川
同
け
」
川
マ
対
象
者

三
十
歳
以
上
の
女
性

マ
と
き

三
月
十
日
同
午
後
二
時
一
マ
検
診
場
所
市
内
の
産
婦
人
科
医

か
ら
四
時
マ
と
こ
ろ
市
保
健
セ
…
院
(
診
療
時
間
内
)
マ
受
診
料
千

ン
タ

l

(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
…
円

内
容
講
演
「
お
年
寄
り
の
尿
失
禁
…

I

l

l

-

と
お
む
つ
に
つ
い
て
」
(
信
州
大
学
医
川
〈
受
診
料
無
料
の
人
〉

学
部
泌
尿
器
科
福
井
準
之
助
医
師
)
、
い
①
七
十
歳
以
上
の
人
②
生
活
保

話
し
合
い
マ
そ
の
他
当
日
介
護
川
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る
人
が
い
な
い
一
は
、
無
料
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

場
合
、
こ
ち
ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
一
で
、
受
診
前
に
保
健
予
防
課
へ
連
絡

ま
す
。

三
月
七
日
刊
ま
で
に
ご
連
絡
…
し
て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い

0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
川
・
問
い
合
わ
せ

予
防
課
(
内
線

1
3
7
6
)

川
線

1
3
7
4
)
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健
康
診
断
・
子
宮
が
ん
検
診

年
一
回
は
受
診
を

-
一
般
健
康
惨
査保

健
予
防
課
(
内



上
回
の
工
業
展

出
自
企
業
を
募
集

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り
「
躍
進
す
る
上
田
の
工
業
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
受
注
拡
大
、
人
材

確
保
な
ど
企
業
の
発
展
一に
は
か
つ
こ

う
の
一
催
し
で
す
の
で
、
多
く
の
優
れ

た
工
業
製
品
を
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

実
演
や
即
売
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
ご
応

募
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
四
月
二
十
二
日
働
か
ら

同
二
十
四
日
目
ま
で
(
三
日
間
)
マ

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
(
上
回
公
園

内
)
マ
出
品
者
資
格
趣
旨
に
賛
同

す
る
庄
舗
・
事
務
所
お
よ
ぴ
工
場
を

も
っ
企
業
な
ら
び
に
そ
の
団
体
マ

出
品
物
上
田
市
内
な
ら
び
に
近
隣

町
村
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
マ

出
品
申
し
込
み
三
月
十
日
嗣
ま
で

上
信
越
道
「(
関
越
道
上
越
線
〉

佐
久
l

更
埴
関
の

ル
!
ト
が
発
表

待
望
の
上
信
越
道
の
佐
久
・
更
埴

聞
の
ル

l
ト
発
表
が
、
去
る
二
丹
二

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
ピ
た
冴。

今
後
は
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
り

事
業
の
概
要
が
沿
線
各
地
区
の
皆
さ

。
に
上
田
商
工
会
議
所
業
務
課

「
工
業

展
事
務
局
」
(
岱
⑫
4
5
0
0
)

へ
0

・
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
内
線
1

4
0
5
)
 

発
掘
調
査
補
助
員

養
成
講
座
を
開
講

上
田
市
で
行
わ
れ
る
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
参
加
し
た
い
、
土
器
な
ど
の

遺
物
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
て

い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

マ
と
き
四
月
i
五
月
マ
と
こ

ろ
国
分
寺
資
料
館
お
よ
び
発
掘
現

場
マ
内
容
遺
跡
・
遺
物
の
測
量
、

実
測
方
法
や
発
掘
調
査
の
方
法
な
ど

マ
対
象
者
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
興

味
が
あ
り
、
一
定
期
開
発
掘
作
業
に

従
事
で
き
る
人
マ
参
加
費
テ
キ

ス
ト
代
千
三
百
円
マ
申
し
込
み

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
内
線
1

7
2
2
)
 

ん
に
説
明
さ
れ
、
建
設
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
期
開
通
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
(
詳
細
は
三
月

十
六
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
}

-
間
い
倉
わ
せ

線

1
5
5
3
)

交
通
対
策
課
(
内

し
ま
す
。

マ
期
間
四
月
か
ら
九
月
マ
申
ハ

し
込
み

三
月
十
四
日
何
か
ら
同
二

い

十
五
日
働
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ

l
一

ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
。
受
付
時
一
転
入
・
転
出
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

聞
は
、
午
後

一
時
か
ら
九
時
ま
で
。
一
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
水
道

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
川
局
業
務
課
(
市
役
所
南
庁
舎

一
階
)

い
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

川
*
転
入
し
た
ら

再
開
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
目
の
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」
の

~
荷
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ

い
っ
て
お
客
様
番
号
を
確
か
め
て
か
ら

〈
お
届
け
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け

川
付
け
ま
す
。

川
*
転
出
す
る
前
に

一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

一
い
。
届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
水

…
道
料
金
を
現
地
で
精
算
し
ま
す
。
電

い
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
-
問
い
合
わ
せ
水
道
局
業
務
課
(
内

〉
線
1
8
5
6
)

訂
正
お
わ
び

「広
報
う
え
だ
」
二
月
十
六
日
号

〈
の
十
ペ
ー
ジ
、

「市
役
所
の
内
線
電
話

〉
番
号

一
覧
表
」
中
、
社
会
部
の
福
祉

川
係
(
福
祉
課
)
に
船

M

9

4

2

3

~
の
直
通
電
話
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

…
は
聴
覚
障
害
者
用
の
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス

…
電
話
で
す
の
で
、

一
般
の
電
話
か
ら

い
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
開
講

勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 内 n合モ・ 定員 費 用

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料1000円(月)・材料費1， 000円(月)

月

茶道教室 裏千家 6か月 12人 " 4，000円(半年)・ " 500円(月)

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料1， 000円(月)・材料費1， 000円(月)

茶道教室 江戸千家 6か月 12人 " 4，000円(半年)・ " 500円(月)

火
和裁教室 6か月 10人 " 4，000円(半年)

生け花教室 古流宗顕流 6か月 15人 " 4，000円(半年)・花代750円程度

料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 1，000円(月)・材料費1， 000円(月)

水

生け花教室 草月流 6か月 12人 " 4，000円(半年)・花代750円程度

木 生け花教室 草月流 6か月 20人 " 4，000円(半年). " 750円程度

生け花教室 池ノ坊 6か月 20人 " 4，000同(半年). "750円程度

金
子編教室 6か月 15人 " 1， 500円(月)

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

水
道
の
届
け
も

お
忘
れ
な
く

※時間は、料理教室が午後 6時から 8時まで。その他は午後 6時30分から 8時30分まで。，
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真
田
武
者
行
列
の

参
加
者
を
募
集

第
七
回
「
上
田
真
固
ま
つ
り
」
は
、

四
月
十
六
日
出
・
十
七
日
同
に
行
わ

れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
メ

l
ン、

真
田

武
者
行
列
は
十
七
日
。
そ
の
参
加
者

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
今
年
は
、

武
田
信
玄
ブ

l
ム
に
あ
や
か
り
武
田

隊
も
登
場
す
る
予
定
で
す
。

-
真
田
武
者
行
列

マ
日
時
四
月
十
七
日
側
、
午
前

九
時
集
合

l
M十
一
時
出
陣
式

1
午

後
零
時
三
十
分
出
発

1
同
三
時
終
了

マ
コ
l
ス
上
回
城
|
大
手
町
|
原

(
一
月
届
け
出
分

ご
め
い
一簡
を
お
祈
り
し
ま
す
。

芦

田

正

さ

ん

大

久

保

六

二

永

井

町

さ

ん

緑

が

丘

北

六

O

久
保
同
亀
七
郎
さ
ん
下
室
賀

七
七

小

林

卯

古

さ

ん

染

屋

八
四

太
川
よ
し
子
さ
ん
下
青
木

六

五

麻

野

井

良

子

さ

ん

院

内

七

九

中

林

徳

治

郎

さ

ん

北

常

田

七

九

町
l
海
野
町
|
松
尾
町
|
上
田
駅
|

上
田
城

マ
規
模
武
者
行
列
百
八

十
人
(
九
隊
)
、
民
踊
流
し
三
百
人
、

音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
五
十
人
な
ど

-
募
集
の
内
容

①
募
集
す
る
の
は
次
の
武
者
隊
百

人
で
す
。

真
田
幸
村
隊
十
三
人
(
大

将
の
み
騎
馬
)
、

真
田
昌
幸
隊
十
三

人
(
同
)
、

真
田
幸
隆
隊
十
六
人
(
同
)
、

板
垣
信
方
隊
十
四
人
(
同
)
、
武
田
信

玄
隊
十

一
人
(
同
)
、

真
田
大
助
隊
二

十

人

(
子
ど
も
歩
行
隊
)
、

真
田
十
勇

士
隊
十
三
人
(
歩
行
隊
)
②

一
隊
は

原
則
と
し
て
事
業
所
、
グ
ル

ー
プ
な

ど
(
十
勇
士
隊
は
個
人
参
加
も
可
能
)

③
参
加
負
担
金
は
幸
村
隊
な
ど
の
騎

田
中
露
子
さ
ん

金
子
万
一止
さ
ん

伊
藤
健
吉
さ
ん

小
山
文
子
さ
ん

黒
岩
豊
江
さ
ん

林

芳

夫

さ

ん

山
崎
安
治
さ
ん

石
作
け
さ
よ
さ
ん

宮
沢
ま
つ

子
さ
ん

清
水
丈
平
さ
ん

羽
藤
た
け
さ
ん

田
中
う
め
よ
さ
ん

金
井
正
喜
さ
ん

石
井
竹
代
さ
ん

百
瀬
竹
生
さ
ん

矢

沢
赤

坂
笹

所

中

村

諏
訪
形

常
磐
町

三
好
町

半

過

西
前
山

小

泉

泉

平

川
辺
町

大
久
保

半

過

福

田

。

馬
隊
の
み
馬
借
上
料
五
万
円
、
真
田

十
勇
士
隊
は

一
人
三
千
円
を
負
担

-
申
込
方
法

参
加
申
込
書

(
観
光
課
に
あ
り
ま

す
)
に
記
入
の
う
え
、

三
月
二
十
六

日
出
ま
で
に

「
=
1
3
8
6

市
内
大

手

一

十

一

十

六

上

田

市

役

所

観
光
課
内
上
田
真
田
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
(
内
線

1
4
2
2
)
」

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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甲

田

辰

男

さ

ん

諏

訪

形

平
林
寛
ノ
介
さ
ん
大
久
保

飯

島

み

ち

さ

ん

鷹

匠

町

内

山

定

平

さ

ん

上

塩

尻

浅

田

け

さ

み

さ

ん

踏

入

小

出

利

雄

さ

ん

仁

古

田

市

川

ち

か

さ

ん

新

町

内
久
根
八
千
代
さ
ん
仁
古
田

飯
嶋
亀
三
郎

さ

ん

常

磐

町

酒

井

す

い

さ

ん

諏

訪

形

武

石

け

い

さ

ん

中

之

条

南

波

道

隆

さ

ん

下

室

賀

小

林

巳

よ

じ

さ

ん

蛇

沢

樋
口
た
か
き
さ
ん
下
室
賀

金

井

ぎ

ん

さ

ん

岩

下

重
度
身
障
者
の

住
宅
整
備
に
補
問
制
度

六
十
三
年
度
に
お
い
て
、

一
i
二

級
の
視
覚
・
肢
体
の
障
害
者
の
た
め

に
住
宅
(
ふ
ろ
、
便
所
、
居
室
な
ど
)

の
整
備
、
改
善
を
す
る
場
合
で
、
低

所
得
世
帯
(
六
十
二
年
分
の
所
得
税

が
二
万
円
以
下
の
世
帯
)
の
方
に
は
、

工
事
費
の
四
分
の
三

(
最
高
三
十
七

万
五
千
円
)
以
内
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
四
月
十
五
日
ま
で
に
福
祉

課
(
内
線

1
6
0
3
)

へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

昨年の真田武者行列
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室
沢
二
郎
さ
ん

浜
野
き
よ
み
さ
ん

上
原
康
子
さ
ん

小
林
ひ
さ
よ
さ
ん

田
中
千
江
子
さ
ん

平
田
勝
平
さ
ん

五
明
は
る
こ
さ
ん

清

水

武

さ

ん

北
島
も
と
い
さ
ん

A
寸
水
ス
イ
さ
ん

林

幸

雄

さ

ん

尾
崎
徳
茂
さ
ん

宮
島
博
成
さ
ん

奥
口
と
し
さ
ん

田
中
ふ
じ
さ
ん

。
仁
古
田

上
常
田

中
常
国

金
剛
寺

院

内

長

島
横

町

仁
古
田

千
曲
町

下
房
山

五

加

上
青
木

上
川
原
柳
町

西
野
竹

下
紺
屋
町

産直デー・ 3月15日伏)
1枚 210伺

130円

120，円

50円

広報うえだ 63.3. 1 [12] 

1尾

Z枚:

100g 

市内産宣協力庖でどうぞ。

[>i舌あさり

[>大型生聞きいか

[>特大冷凍にしん

[>開きさば
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笹
口
由
友
さ
ん

大
洞
菊
野
さ
ん

丸

山

君

さ

ん

小
松
正
三
さ
ん

田

中

豊

さ

ん

山
岸
幸
作
さ
ん

樋
口
コ
マ
さ
ん

前
山
義
忠
さ
ん

小

山

勝

さ

ん

丹
羽
梅
枝
さ
ん

宮
島
み
や
さ
ん

小
日
向
智
男
さ
ん

近
藤
文
男
さ
ん

伊
藤
ふ
じ
い
さ
ん

朝
日
ケ
丘

L

ぺ

円
μ

平和
U

V

4

木
1

原

町

神
科
新
屋

諏
訪
形

中
之
条

下
房
山

保

野
浦

野

下

堀

岩

門

保

野
吃

尺

E
U
3

、

匂

J
3

奈
良
尾

八六 八八 六八七八五六七七七七
七五 O 八 0 一 九 二 六 三三 七七 一
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